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11
月
４
日
、
南
越
谷
地
区
の
恒
例

防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
先
着
100
名
募
集
に
、
結
果

的
に
は
160
余
名
の
参
加
で
、
乳
母
車

を
押
し
た
若
い
年
代
の
お
母
様
や
、

高
齢
者
を
交
え
た
チ
ー
ム
等
、
好
天

に
も
恵
ま
れ
て
、
各
チ
ー
ム
時
間
を

ず
ら
し
て
出
発
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
ポ
イ
ン
ト
と

道
順
で
、地
図
を
見
な
が
ら
確
認
し
、

そ
の
間
、
防
災
の
本
来
の
目
的
で
あ

る
災
害
に
備
え
て
備
蓄
さ
れ
て
い
る

食
料
品
倉
庫
等
を
見
学
し
、
最
終
地

点
で
、
南
越
谷
四
・
五
丁
目
の
方
々

の
ご
協
力
で
、
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
で
腹
を
肥
や
し
、
疲
れ
を
と
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
リ
ー
は
、
別
に
目
的
地
ま

で
早
く
到
着
し
た
チ
ー
ム
が
優
勝
と

云
う
事
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
役

本年も皆様のご協力を得て、身近な話題や情報を発信してまいります。

　

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
打
楽
器
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
あ
た
た
か
な
マ
リ
ン
バ
の
音
に

の
せ
て
～
）
と
い
う
こ
と
で
ど
ん
な
楽
器
が

で
て
く
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
バ
を
は
じ
め
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
（
鉄

琴
）
箱
に
丸
い
穴
が
あ
い
た
カ
ホ
ン
な
ど
始

め
て
見
る
楽
器
も
登
場
し
ま
し
た
。「
ど
ん

な
音
が
出
る
ん
だ
ろ
う
ね
ぇ
～
」
と
子
供
も

興
味
津
々
。

　

演
奏
が
始
ま
る
と
そ
の
音
色
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
や
わ
ら
か
で

あ
た
た
か
く
深
み
の
あ
る
音
色
は
心
に
響
い

て
き
ま
し
た
。
マ
リ
ン
バ
は
マ
レ
ッ
ト
と
呼

ば
れ
る
バ
チ
で
た
た
い
て
演
奏
す
る
の
で
す

が
、
曲
に
よ
っ
て
は
奏
者
が
マ
レ
ッ
ト
を
片

手
に
２
本
ず
つ
持
ち
、
４
本
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ト
ロ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
な
ど
子
供
達
の
知
っ
て
い
る
曲
も
演
奏

さ
れ
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聴
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
中
盤
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
『
☆
☆
☆
』
は
、
タ
ー
ザ
ン
と
い
う
曲
に

の
っ
た
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
足
踏

み
や
手
拍
子
、
体
を
た
た
く
こ
と
で
出
る
音

で
、
体
を
真
っ
赤
に
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
ま

し
た
。ま
た
会
場
全
体
の
拍
手
も
加
わ
っ
て
、

と
っ
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

鈴
の
音
と
と
も
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現

れ
、
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大

人
も
子
供
も
ニ
ッ
コ
リ
、
大
好
き
な
お
菓
子

で
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

員
の
方
が
所
要
時

間
を
設
定
し
て
お

い
て
、
こ
の
時
間

に
一
番
近
い
チ
ー

ム
が
優
勝
と
な
っ

て
い
る
訳
で
、
所

要
時
間
に
は
各

チ
ー
ム
に
よ
っ
て

は
バ
ラ
つ
き
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
大

い
に
時
を
楽
し
み
、
ミ
ラ
ク
ル
で

ゆ
っ
く
り
中
を
見
学
し
た
り
、
初

め
て
通
る
道
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と

周
り
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
満
喫
し
て
来
ま
し
た
。
途
中
、

各
自
治
会
か
ら
の
応
援
協
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
交
通
整
理
な
ど
通

行
の
安
全
に
も
気
を
配
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
設
定
さ
れ
た
時
間

に
最
も
近
い
10
チ
ー
ム
に
賞
品
が

配
ら
れ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
の
意
義
や
、
南
越
谷
地
区

の
人
々
と
の
交
流
な
ど
を
再
確
認

し
、
極
め
て
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、

次
回
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

南
越
谷
三
丁
目　

Ｔ
・
Ｓ
さ
ん

南
団
地　

Ｋ
・
Ｏ
さ
ん

家
族
・
友
だ
ち
と
地
域
の
防
災
場
所
を
確
認

ẛ
Ȇ

ȏ
ɉ
Ɋ

謹んで新春のお慶びを申し上げます

スタート地点

七左町二丁目 防災倉庫

ナース・ログの皆さんボディパーカッションサンタ登場

パレットコンサート 盛大に行われる
    H19.12.15  ナース・ログの演奏

!

「 

打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

」
に
感
動



　

第
９
回
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
平
成
19
年
11
月
17
日
（
土
）
～
18
日

（
日
）
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
、
南
越
谷
小

学
校
校
庭
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
少
し
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
が

南
越
谷
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
＋
バ
ト
ン
に

よ
る
演
技
で
開
会
し
ま
し
た
。
両
日
と
も

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
約
一
万
人
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

お
孫
さ
ん
の
晴
れ
舞
台
を
応
援
す
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
親
子
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
各
団
体
の
出
店

等
々
。
ま
さ
に
世
代
間
・
住
民
間
の
交
流

が
一
層
の
深
ま
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

各
団
体
か
ら
の
協
力
員
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
そ
し
て
何
よ
り
参
加
団
体
に
よ
っ
て

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

寒かったけど楽しかったね！美味しかったね！模擬店

大盛況！ファミリーランドは沢山の遊びでにぎわう

イベントも人の輪＆和

3,967 人参加したファミリーランドではフワフワくまさん、スーパーボールすくい、サイコロゲームに加えて、
今回はスマートボール、射的が加わり５種目の遊びとなりました。一日中、子ども達の歓声が上がっていました。

大勢の方に抽選券を買って頂
き、大変盛り上がりました。
コミ協会長の特等（旅行券）
の発表に会場は、どよめきと
ため息が広がりました！

浦和レッズ ハートフルクラブの
コーチに来てもらい、子ども達
は楽しい指導に大喜びでした。
中にはレッズファンの大人も駆
けつけ、フェスティバルの会場
を盛り上げてくれました。

今回初参加の瓦曽根三丁目の焼き鳥は、早々と売り切
れ、「来年はもっと本数を増やそうか」との声が売り
子さんから聞こえてきました。
南越谷四・五丁目は昨年まではポン菓子でしたが、今
年はじゃがバターを販売、寒さも手伝って予約券を出
すほど長蛇の列が出来ました。

出店部門（模擬店１４団体）

ジャグリングを中心
とした、楽しい芸に
拍手有り、笑いあり、
時にはハラハラした
大道芸でした。

大道芸を楽しんだ

スポ・レク主催　サッカー教室

フワフワくまさん

サイコロゲーム スーパーボールすくい射 的 スマートボール

瓦曽根三丁目 焼き鳥 南越谷四・五丁目 じゃがバター

地震体験車
災 害 時 に 備 え て、
いつもながら多く
の方が体験されて
いました。

大抽選会で

大当たり

南越谷地区のおまつり
テーマ「集い合い・心通わすフェスティバル」



　

平
成
19
年
11
月
30
日
（
金
）
昨
年
に
続
き
今
年
も
コ

ミ
協
会
員
に
よ
り
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
建
物
と
入
口

の
両
脇
フ
ェ
ン
ス
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
つ
け

を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
富
士
団
地
自
治
会
の
星
型
ラ
イ
ト
の
寄
贈

も
あ
り
、
よ
り
一
層
豪
華
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

わたし達の日頃の成果を見てもらい、ありがとう！

　

午
後
４
時

30
分
、
あ
た

り
は
薄
暗
く

な
り
、
校
庭

に
い
る
子
ど

も
達
や
サ
ー

ク
ル
帰
り
の

人
達
、
ま
た

コ
ミ
協
会
員

は
じ
め
大
勢

の
人
達
で
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
し
な
が

ら
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
美
し
さ
に
観
衆
か

ら
大
歓
声
が
あ
が
り
、
こ
れ
が
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
と

思
わ
れ
る
光
景
で
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
12
月
25
日
ま
で
続
き
、
地
域
の
人

達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
尚
、
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電
球
は
平
成

16
・
17
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
第
一
公
園
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
ク
リ
ス
マ
ス
で
使
用
し
た
も
の
を
有
効
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
飾
り
つ
け
の
作
業
中
に
南
越
谷
小
学

校
の
豆
記
者
さ
ん
達
が
取
材
に
訪
れ
、
子
ど
も
達
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し

た
。

　越谷市赤十字奉仕団より
フェスティバルの収益金
77,155 円は日本赤十字社越
谷地区・埼玉県支部を通し、
赤十字災害義援金として有
効活用させて頂きますとの
報告がありました。

越谷市赤十字奉仕団 チャリティ販売御礼

カメラシャッターの嵐の中、子ども達は堂々と演技をしていました。

展示部門は毎年力作ぞろいで、これを機にサークルに加入した人もいたのでは・・・
舞台発表は会場に立ち見も出るほど来場者があり、フェスティバルに華をそえてくれました。

両日にわたり延べ４１店
の参加があり、会場にオ
レンジ色ののぼり旗も登
場し、売り手、買い手が
駆け引きを楽しんでいま
した。

伝承遊び（折り紙）は、お
たのしみラリーの道順に
なっていて、１８日は大賑わ
い、教える人もてんてこ舞い
でしたが、出来た作品に子
ども達はうれしそうでした。

子ども太鼓・空手・チアーリーディング

フリーマーケット

みんなでカウントダウン南越谷地区センターをライトアップ南越谷地区センターをライトアップ

展示・発表部門（展示２６団体　発表２１団体）

絵 画書 道 フラダンス

チアーリーディング子ども太鼓

パッチワーク

子ども空手

体験講座

南 越 谷 地 区 成 人 式 が 行 な わ れ ま す 。
新成人の多くの参加を実行委員一同お待ちしています。　
南 越 谷 地 区 成 人 式 が 行 な わ れ ま す 。

・日時　１月１３日（日）　受付１０：３０～　式典１１：００～　　　会場　越谷市立 富士中学校 体育館



　

　

七
左
町
二
丁
目
自
治
会
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
出
羽
地
区
自
治
会
連
合
会
よ

り
南
越
谷
自
治
会
連
合
会
に
所
属
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
面
積
約
38　

、
新
越

谷
駅
か
ら
西
へ
約
１
km
に
位
置
し
て
い

て
、
区
域
内
に
は
富
士
中
学
校
と
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
大
型
商
業
施

設
の
カ
ス
ミ
と
ベ
ル
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
45
年
に
自
治
会
員

120
世
帯
で
発

足
し
ま
し
た
が
、
市
街
化
調
整
区
域
の

た
め
人
家
は
増
え
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、

平
成
６
年
か
ら
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
実
施
に
よ
り
住
宅
等
が
一
挙
に
増
え

て
、
現
在
会
員
は

270
世
帯
を
超
え
、
今

　「越谷市ふるさといきもの調査」で、
毎月珍しそうな草花・鳥や虫をいつ、ど
こで見たかを調べています。
　今まで気にもとめなかったものでも、
改めて名前が分かったりすると、うれし
くなって、また探したくなります。何事
にも探究心を持ち続けたいものです。

編集後記

　

あ
る
日
の
夕
方
、
老
夫
婦
宅
の
ベ
ル
が

鳴
る
。｢

も
し
も
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
？
ぼ

く
だ
よ｣

の
声
に
『
Ａ
男
か
？
』
と
、
孫

の
名
前
を
言
う
と
次
の
よ
う
に
切
り
出
し

た
。｢

そ
う
だ
よ
僕
、
Ａ
男
だ
よ
。
今
度
、

携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
ん
だ
。
教

え
る
か
ら
メ
モ
し
て
ね
。
そ
れ
と
ね
、
実

は
友
達
の
お
兄
さ
ん
に
お
金
を
借
り
て
い

て
、
今
日
か
明
日
に
返
さ
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ
よ
。
お
母
さ
ん
に
は
言
え
な
い
ん

だ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
金
あ
る
？ 

90
万
円

な
ん
だ
け
ど
…｣

。
そ
う
言
わ
れ
た
祖
母
は

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す
ぐ
に
用
意
で
き
な

い
よ
。
郵
便
局
に
い
か
な
い
と
い
け
な
い

か
ら
・
・
・
Ａ
男
、
も
う
一
回
電
話
か
け

て
き
な
』
と
、
言
っ
て
、
一
度
電
話
を
切
る
。

　

少
し
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
た
二
人
は
、

お
互
い
に
『
本
当
に
Ａ
男
だ
っ
た
か
？ 

な

ん
だ
か
声
が
違
っ
て
な
か
っ
た
？
』『
な
ん

だ
か
ね
・
・
・
』
と
疑
い
始
め
た
と
こ
ろ

に
再
び
電
話
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
金
あ

る
？ 

な
ん
て
い
う
郵
便
局
か
ら
振
り
込
む

の
？
」。
し
か
し
、
こ
の
質
問
に
は
答
え
ず

に
『
Ａ
男
は
何
人
兄
弟
だ
っ
た
っ
け
？
』

と
、
聞
く
と
「
二
人
」（
本
当
は
３
人
）『
兄

弟
の
名
前
は
？
』「
Ｂ
男
と
・
・
・
」（
勿

論
デ
タ
ラ
メ
）
こ
こ
で
、
他
人
と
確
信
し
、

電
話
を
切
り
、
被
害
に
あ
わ
ず
に
済
み
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
つ
い
最
近
、
地
区
内

で
二
件
、
似
た
よ
う
な
事
件
に
遭

遇
さ
れ
た
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

こ
ん
な
電
話
に
は
十
分
ご
用
心
く

だ
さ
い
。

　11 月３日（土）私は、今回初めて「花植えボランティ
ア」に参加しました。
　友達に誘われての参加だったので、始める前は、寒
くて面倒くさいかなと思っていました。でも、始めて
から少し時間が経った頃には、寒いと言う気持ちも、
面倒と言う感情もなくなっていました。むしろ、体が
温かくなっていました。大変だったけど、「花植えボラ
ンティア」に参加してよかったです。

　

コ
ミ
協
で
は
、
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

地
区
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

に
回
収
箱
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
も
増
加
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
新
し
い
会
員
を
迎
え
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
た
と
こ
ろ
、

今
年
度
の
南
越
谷
地
区
体
育
祭
で
準
優
勝
で
き

た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　今日は「花植えボランティア」で富士中生 70 名近く
が参加し、大勢でゴミ拾いや花植えをしました。土を
触ったり、耕したりするのが楽しかった。
　私は、この活動を通じて一人でも多くの人が自分の
住んでいる町を大切にし、ゴミを捨ててはいけないと
思って欲しい。それに私自身も公共物を大切にするこ

と、道に植えてある美し
い花を見た時、これを植
えてくださった人がいる
ことなどが解りました。
とても良い体験になりま
した。

A・H さん

M・S さん

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
世
界
の
子

ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う

【

【
自治会紹介 七左町二丁目自治会
※新しい住民が増加中※

「ボランティアに参加してよかった」
コミ協主催 花いっぱい運動 富士中生 感想文

防
犯
レ
ポ
ー
ト
第
５
弾
　
体
験
談

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
遭
遇  

危
機
一
髪
」

自治会館

役員会風景

ha

万円９０

Ｔ・Ｏ

七
左
町
二
丁
目　

自
治
会
長
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